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◆課題・協議内容 

 

１ 新型コロナウイルス感染症によるクラスター発生施設への職員派遣の仕組みにつ

いて 

 ・県もしくは市の単位でクラスター発生施設への職員派遣のスキームを作っている

都市があるが、グリーンゾーンに比べ、レッドゾーンへの派遣は課題が多く、実

施が難しい。 

 ・クラスターが発生した施設は職員のローテーションが難しいが、現状では法人、

施設内でやりくりすることが多く、小規模な法人は対応が特に厳しい。 

 ・スキームはないが、実際に職員を派遣した際に、自治体から補助金が交付される

都市がある。 

 

２ コロナ禍における各都市行政の支援について 

 ・補助金、助成金としては、介護職員の新規採用への支援（就職祝い金、一定期間

継続した場合の定着支援金、研修への補助金）、職員への特別手当、事業所への給

付金、リモート機器の購入補助などが設けられている都市がある。 

 ・衛生用品等の支援がされている都市がある。 

 ・施設への情報提供や職員への研修がされている都市がある。 

 

３ コロナ禍での協議会活動について 

・会議、研修はオンラインでの開催が基本となっている。好評な研修は期間限定の

オンデマンド配信を実施している都市がある。 

  ・実習生の受け入れは、人材確保の視点から実施したい意向が強いが、感染状況や

利用者・家族の同意を得る困難さなどから、実施が難しい。中には、PCR検査など

対策をした上で、実施している施設もある。 

  ・人材確保に繋がりやすい福祉の人材確保に関するイベントの開催がコロナ禍で難

しい状況となっているが、オンラインで開催している都市もある。 

 
◆国などへの要望事項 

 

１ 人材確保、介護報酬について 

今後の人材確保について国としての積極策を打ち出すことと、介護報酬及び介護職員

を取り巻く環境の更なる改善を要望します。 

 

２ 今後の新型コロナウイルス感染症対策について 

今後の新型コロナウイルス感染症対策として、計画的な 3回目のワクチン接種と治療

薬開発、抗原検査キッドの配布などの積極的な支援を要望します。 

 

３ サービス提供体制強化加算について 

  サービス提供体制強化加算の要件の見直し、勤続年数の算出方法の見直しを要望し

ます。 

 


